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完
成
に
来
年
の
秋
ご
ろ

市
民
会
舘
建
設
に
着
工

事
鉋
勧
靖
的
頚
論
羅
舞
畷
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遡
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第
四
回
臨
時
市
議
会

七
月
六
日
開
会
同
日
閉
会

議
案
処
理
結
果

▽
市
民
会
舘
新
築
工

事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

市
民
会
舘
新
築
工

事
に
つ
い
て
、
株
式

会
社
加
賀
出
組
と
請

負
契
約
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。
請
負
金
額
二
億
一
千
万
円
、
工

事
期
間
は
昭
和
四
十
五
年
七
月
一
日

か
ら
昭
和
四
十
六
年
九
月
二
十
日
ま

で
と
定
め
ま
し
た
。

▽
昭
和
四
十
五
年
度
十
日
町
市
一
般

　
会
計
補
正
予
算
に
っ
い
て

▽
十
臼
町
而
国
民
健
康
保
険
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

　
い
て
（
文
教
厚
牛
委
員
侵
報
告
）

▽
十
日
町
市
認
定
職
紫
訓
練
施
設
設

　
置
条
例
制
定
に
つ
い
て
へ
経
済
委

　
昌
長
報
告
）

　
以
上
三
件
と
も
原
案
酊
決
。

▽
市
道
新
座
一
号
線
改
修
に
関
す
る

　
請
願

▽
市
道
翼
田
線
改
良
に
関
す
る
請
願

　
以
上
二
件
と
も
建
殼
委
員
会
に
付

　
託
▽
川
治
小
学
校
々
舎
増
築
に
関
す
る

　
市
で
は
、
市
民
の
文
化
の
殿
堂
と

し
て
か
ね
て
か
ら
市
民
会
舘
の
建
殼

に
あ
た
り
、
建
穀
特
別
委
員
会
を
設

置
し
て
設
計
等
に
つ
い
て
十
分
検
討

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
公
民
舘
機

能
も
あ
わ
せ
た
市
民
の
教
養
の
場
と

し
て
親
し
ま
れ
る
も
の
に
と
、
つ
ぎ

の
よ
う
な
近
代
的
膚
造
で
つ
く
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
市
民
会
舘
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
四
階
建
．
約
三
千
軍
方

麿
、
現
任
の
而
民
依
育
舘
の
隣
り
、

中
央
公
民
舘
あ
と
に
た
て
ら
れ
ま

す
。
同
会
舘
の
内
部
は
、
五
百
ニ
ャ

人
の
固
定
椅
子
席
を
持
つ
大
ホ
ー
ル

を
は
じ
め
、
輿
会
用
大
広
間
、
さ
ら

に
公
民
舘
活
動
の
た
め
の
大
講
義

室
、
学
習
整
の
ほ
か
茶
迫
．
華
道
、

和
裁
教
堅
な
ど
の
日
本
間
と
、
料
理

工
作
の
実
習
室
等
が
そ
れ
ぞ
れ
配
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
拘
、
τ
事
費
は
、
本
体
工
事
二

億
一
千
万
円
で
設
計
は
、
岡
建
築
設

計
事
務
所
、
施
τ
業
者
は
、
加
賀
田

組
。　
市
民
会
舘
の
大
き
．
さ

会
舘
ホ
ー
ル
部
分

　
一
階
二
六
五
・
四
平
万
材
（
八

　
　
　
　
○
・
三
坪
）

　
二
階
八
〇
九
・
二
平
方
鱗
へ
二

髄
闘
餌
晒
o
．
四
騨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
．
鴫
”
”
”
“
”
髄
㎝
帥
闘

　
請
願
　
文
教
厚
生
委
員
会
に
付
託

　
な
お
、
商
議
会
は
先
般
の
第
二
回

定
例
会
で
食
糧
管
理
制
度
堅
持
な
ど

に
関
す
る
決
議
を
鉾
な
い
、
農
林
大

臣
を
は
じ
め
，
関
係
官
庁
に
嬰
望
し

ま
し
た
。
そ
の
要
旨
は
つ
ぎ
の
と
お

り
。一

、
食
管
制
度
の
堅
持
。
』

二
、
米
価
鱈
え
置
き
方
針
の
撤
回
。

三
、
　
「
生
産
費
及
び
所
得
補
償
方

式
」
に
よ
る
昭
和
四
十
五
年
産
米
基

本
価
格
の
実
現
．

四
、
農
薬
生
産
の
地
域
分
担
目
標
の

明
示
。

　
　
四
四
・
八
坪
）

三
階
九
六
・
四
平
方
材
（
二
九

　
　
　
・
二
坪
）

　
　
計
一
、
一
七
一
・
○
平
方

　
　
　
溜
（
三
五
四
・
三
坪
）

そ
の
他
の
部
分

一
階

二
階

三
階

四
階

屋
上

　
四
五
一
・
○
平
方
齎
（
醐

　
三
六
・
四
坪
）

四
二
八
6
七
平
方
踏
（
一

二
九
・
七
坪
）

　
四
七
三
・
五
平
方
鱗
（
一

四
三
・
＝
）

　
四
九
九
・
七
平
方
層
（
一

五
一
・
二
）

　
四
三
・
二
平
方
桝
（
一
三

　
・
一
）

計
　
一
、
八
九
七
・
一
平
万

　
　
屑
（
五
七
三
・
六
坪
）

各
階
室
の
配
置

一
階
ホ
ー
ル
、
ス
テ
ー
ジ
、
電

　
　
気
室
、
機
械
室
、
湯
沸
室

　
　
第
一
実
習
室
、
第
二
実
習

　
　
塞
、
ロ
ッ
カ
i
室
、
浴
室

二
階

三
階

四
階

保
健
相
談
室
、
大
集
会
室
　
　
屋
上
機
械
塞
、
水
槽
室

（
日
本
間
）
　
　
　
　
　
八
社
で
入
札

ホ
ー
ル
、
ホ
ワ
イ
エ
、
湯
　
　
去
る
六
月
二
十
四
日
午
前
十
時
、

沸
室
、
ロ
ビ
ー
、
事
務
所
市
役
所
で
、
県
外
業
者
五
社
（
大
成

作
業
観
室
、
楽
屋
戸
兼
小
建
設
、
鹿
島
建
設
、
佐
藤
工
業
、
前

集
会
室
、
日
本
間
）
　
　
田
建
毅
、
熊
ケ
谷
組
）
県
内
業
者
二

放
送
室
、
調
光
竈
、
映
写
社
（
加
駕
田
組
、
植
木
組
）
の
指
名

窒
、
湯
沸
室
、
第
三
集
会
競
争
入
札
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
結

室
、
資
料
室
、
図
講
室
．
　
果
県
内
業
者
の
加
賀
田
組
が
二
億
一

研
究
室
　
　
　
　
　
　
　
千
万
円
で
落
札
し
ま
し
た
。

展
示
ホ
ー
ル
、
和
室
（
茶
　
　
工
期
は
七
月
十
一
日
か
ら
翌
年
九

道
、
華
道
、
和
裁
室
）
第
月
二
十
日
と
定
め
ら
れ
二
ヵ
年
の
継

一
学
習
室
、
第
二
嚢
嘩
事
と
姿
り
濠
し
た
．

第
三
学
習
室
、
大
講
義
塞

今
月
第
一
回
目
の
支
給

ね
た
き
り
老
人
見
舞
金
な
ど

　
十
日
町
市
が
、
昨
年
制
定
し
に
ね

た
き
り
老
人
見
舞
金
と
今
年
度
よ
り

の
児
童
手
当
、
心
身
障
害
児
福
祉
手

当
の
四
十
五
年
度
第
一
回
の
支
給
が

今
月
か
ら
行
な
わ
れ
ま
す
。
年
の
中

途
で
も
申
請
の
受
付
け
を
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

方
は
、
お
早
め
に
市
社
会
福
祉
事
務

所
に
田
講
し
て
下
さ
い
．

　
ね
た
き
り
老
人
見
舞
金
は
六
十
五

才
以
上
、
一
年
以
上
ね
た
き
り
（
介

護
）
の
状
態
に
あ
る
も
の
。

　
児
童
手
当
は
、
義
務
教
胃
終
了
前

の
児
童
を
四
人
以
上
扶
餐
し
て
い
る

保
護
者
。

　
軍
心
身
瞳
害
児
福
祉
．
手
当
は
．
二

十
才
未
満
の
重
心
身
瞳
害
児
を
扶
養

介
護
し
て
い
る
保
護
看
。

　
な
お
現
在
ま
で
の
申
請
者
は
、
ね

議
憾
麟
聾
叢
人
マ
い
す
れ
も
月
額

産
業
育
成
資
金
の
中
元
融
資

　
産
葉
冑
成
資
金
に
つ
い
て
、
中
元

融
資
を
す
る
こ
と
に
委
員
会
で
決
定

致
し
ま
し
た
の
で
中
元
資
金
と
し
て

必
嬰
な
万
は
、
つ
ざ
に
よ
り
印
し
込

み
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

　
な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所

商
工
課
又
は
　
十
日
町
商
工
会
麟
所

へ
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．

一
、
資
金
の
種
類
　
運
転
資
金

二
．
貸
付
限
度
額
　
五
十
万
円
以
内

　
但
し
溺
度
額
は
す
で
に
貸
付
を
受

け
て
い
る
額
も
含
む
，

（
例
）
三
十
万
円
貸
付
を
受
け
て
い

　
る
人
は
残
り
二
十
万
円
申
し
込
み

　
出
来
る
。

三
．
貸
付
期
間
　
三
ヵ
月
一
括
返
済

四
、
由
込
期
U

市
長
が
建
設
大
臣

表
彰
を
う
け
る

　
　
　
道
路
行
政
に
功
績

　
　
　
　
　
　
　
’
離
腰
琴

　
村
山
十
日
町
市
長
は
、
こ
の
ほ
ど

建
設
事
業
関
係
の
功
績
で
界
る
十

日
、
東
京
の
全
国
的
村
会
舘
で
晴
れ

の
建
設
大
臣
飛
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
村
山
由
艮
は
、
就
任
以
来
「
政
治

は
遭
な
り
」
レ
県
道
の
国
道
編
入
に

努
力
．
昭
和
三
十
七
年
、
＝
本
の
国

道
昇
格
を
実
現
し
た
ほ
か
、
改
良
無

雪
化
に
取
り
組
み
、
郡
巾
民
の
生
活

｝向
上
に
寄
与
し
て
お
り
、
昭
和
四

寸
四
年
全
国
道
路
利
用
者
会
議
副
会

長
、
関
東
印
信
越
道
路
利
用
者
会
議

会
長
と
し
て
全
国
の
道
路
行
政
の
発

展
に
つ
く
し
た
こ
と
が
表
彰
の
主
な

事
由
と
な
っ
て
い
ま
す
．

ア
メ
シ
ロ
の
防
除
な

酔
欝
臨
轄
哩
囎
螂
團
鷹
講葉を喰い荒らすアメシロの幼虫

除
し
て
大
切
な
樹
木
を
守
り
ま
し
ょ

う
。　

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

　
と
は

　
白
い
小
さ
な
「
ガ
」
で
、
サ
ク
ラ

ブ
ラ
タ
ナ
ス
な
ど
の
街
路
樹
を
は
じ

め
、
庭
木
や
カ
キ
、
ク
ワ
な
ど
の
農

作
物
ま
で
喰
い
荒
す
樹
木
の
害
曳
で

す
。
こ
の
幼
虫
は
集
団
で
糸
を
張
っ

て
巣
を
作
り
脱
皮
を
繰
り
返
え
し
、

成
長
す
る
と
三
移
位
の
大
き
さ
に
な

り
ま
す
。
成
長
し
た
幼
虫
は
、
普
通

背
面
が
太
い
帯
の
よ
う
に
灰
黒
色
で

両
側
面
は
黄
色
を
し
て
い
ま
す
。
幼

虫
は
、
六
、
七
月
と
八
、
九
月
頃
の

二
回
発
生
し
ま
す
が
、
今
が
防
除
の

時
期
で
す
。

　
防
除
の
方
法

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
幼
虫
は
、

小
さ
い
う
ち
は
か
た
ま
っ
て
巣
を
つ

く
る
性
質
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の

時
期
に
駆
除
す
る
の
が
最
も
効
果
的

な
防
除
万
法
で
す
。
と
く
に
庭
木
な

ど
個
々
の
家
庭
の
ち
ょ
っ
と
し
た
注

意
で
巣
を
み
つ
け
、
巣
の
つ
い
て
い

る
枝
薫
を
切
り
取
っ
て
焼
《
か
踏
み

つ
ぶ
す
だ
け
で
．
薬
剤
よ
り
大
き
な

効
果
を
あ
げ
る
こ
～
が
で
き
ま
す
．

防
除
の
薬
剤
と
し
て
は
、
デ
ィ
ブ
テ

レ
ッ
ク
ス
乳
剤
を
千
傷
に
薄
め
た
も

の
又
は
D
D
V
P
乳
剤
を
千
倍
に
薄

め
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ

れ
ら
の
農
薬
は
劇
薬
で
す
か
ら
使
用

す
る
と
き
に
は
、
甫
役
所
、
農
協
、

普
及
所
に
相
談
し
、
取
り
扱
い
に
は

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
又
、
ア
メ

リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
発
生
し
て
い
る

顧
雛
羅
役
所
一

七
月
二
十
五
日
（
期
日
厳
守
）

戦
没
者
叙
位
叙
勲

　
　
　
　
三
十
六
名
が
受
章

　
去
る
二
十
三
日
而
役
所
で
第
六
十

八
回
か
ら
七
十
一
回
戦
没
者
の
叙
位

叙
勲
の
伝
達
式
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
．
以
下
受
章
者
は
次
の
と
お
り
．

第
六
＋
八
回

陸
車
▽
旭
五
大
海
武
平
治
▽
瑞
八
上

　
村
輝
雄
、
小
廊
ユ
キ
エ
他
二
名

第
六
＋
九
回

陸
軍
▽
円
色
根
灘
豊
吾
炮
一
名

第
七
＋
回

陸
毘
▽
旭
七
藤
巻
三
四
郎
他
二
†
一

　
名
第
七
＋
一
回

陸
軍
▽
青
色
村
山
安
傑
▽
旭
七
聞
田

　
正
之
助
▽
瑞
八
山
田
昇
他
四
名

　
韮
』
墨
U
Ω
塗
ム
置
菅

市内交通事故発生状況

　
　
＾
ノ

『
）ぜ
繭

フ
リ

レ．￥
♪年

期
前
同

軌1
9

（明日はわが身に）（悲しみの交通寓故〕

・
災
済
者

通
共
入

交
害
加

6現在45

ZO

0
　
　
　
7

O者死

負傷者36

昭
和
お
年
度
市
職
員
募
集

一
、
募
集
区
分

①
一
般
事
務
職
員
（
調
査
対
外
接
衡
等
で
女
子
を
あ
て
る
に
ふ
さ

　
　
わ
し
く
な
い
事
務
の
補
助
）
　
　
高
校
卒
　
　
若
干
名

②
土
木
技
術
職
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
干
名

③
保
育
所
保
母
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
干
名

二
、
応
募
資
格

①
一
般
學
務
職
員

　
　
昭
和
二
十
一
年
四
月
二
日
以
降
に
生
れ
た
者

②
土
木
技
術
職
員

　
　
昭
和
十
六
年
四
月
二
日
以
降
に
生
れ
た
者

　③

保
角
所
保
母
　
保
母
資
格
を
有
す
る
者

三
、
試
験
方
法

①
第
一
次
試
験

　
　
昭
和
四
十
五
年
八
月
九
自

②
第
二
次
試
験

　
　
第
一
次
試
験
台
格
者
に
対
し
八
月
下
旬
に
行
な
い
ま
す
。

四
、
受
付
期
間

　
　
自
昭
和
四
十
五
年
七
月
二
十
日

　
　
至
　
昭
和
四
十
五
年
七
月
三
十
一
日

五
、
そ
の
他

　
串
込
用
紙
及
び
募
輿
要
項
は
十
臼
臨
公
共
職
藁
安
定
所
又
は
而
役

　
所
市
長
公
窒
に
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
児
童
相
談
員
を
設
置

市
で
児
童
相
談
昌
を
設
置
し
ま
し
た
。
子
供
の
こ
と
に
っ
い
て
ど
ん

な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
．
料
金
は
無
料
で
す

設
置
場
所

相
談
員

相
談
日

時
　
　
間

市
社
会
福
祉
事
務
所

徳
永
泰
三
、
中
林
フ
ミ

月
、
水
、
金
、
徳
永
さ
ん
。
火
、
木
、
土
．
中
株
さ
ん

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
。

（
た
だ
し
土
曜
日
の
み
正
午
ま
で
。
）

新
潟
県
警
察
官
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
警
察
署

受
験
資
格

昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日
現
仔
で
十
八
才
以
上
二
十
八
才
未
満
の
男

子
。
　
A
、
大
学
卒
藁
者
（
卒
業
兇
込
み
の
者
を
含
む
）

　
B
、
高
等
字
校
を
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
者
．

受
付
期
聞

　
七
月
三
十
日
へ
木
）
ま
で
。
た
だ
し
特
別
の
理
由
の
あ
る
人
は
、

　
試
験
当
日
に
試
験
場
で
も
受
け
付
け
ま
す
．

試
験
日
八
月
二
出
（
日
）

試
験
地

　
新
潟
巾
、
穫
岡
雨
、
村
上
巾
、
直
江
醗
市
、
小
出
幽
、
佐
相
田
町
。

そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
、
十
月
町
警
祭
署
に
お
間
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

一370一
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来
年
度
の
指
定
を
め
ざ
す

　
　
広
域
圏
市
町
村
企
画
担
当
課
長
会
議

　
十
日
町
市
と
中
魚
沼
三
ヵ
晦
村
の

企
画
担
当
課
長
会
犠
は
、
去
月
二
十

四
日
南
役
所
で
開
か
れ
、
広
域
甫
町

村
圏
間
題
と
開
発
公
社
の
加
入
な
ど

に
っ
い
て
協
議
し
た
結
果
、
広
域
市

町
村
圏
に
つ
い
て
は
、
一
応
県
樽
想

の
区
域
へ
十
日
町
市
、
川
西
町
、
薄

南
町
、
中
里
村
）
を
も
っ
て
広
域
圏

を
設
定
し
、
来
年
度
の
指
定
を
め
ざ

し
今
後
の
事
務
処
理
を
推
進
す
る
方

針
を
決
め
ま
し
た
．

　
ま
た
開
発
公
社
は
、
現
在
加
入
し

て
い
る
川
西
町
の
ほ
か
津
南
附
、
中

里
村
も
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
、
今

後
は
、
四
市
町
村
の
構
成
で
総
額
一

手
百
万
円
の
出
資
亭
藁
で
実
施
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
広
域
南
町
村
圏
に
つ
い
て

自
治
省
の
構
想
に
よ
る
も
の
で
、

新
し
い
時
代
に
対
処
す
る
た
め
に
関

連
性
の
あ
る
地
域
が
ひ
と
つ
の
広
域

圏
を
つ
く
り
、
こ
れ
を
母
依
に
地
域

の
振
興
整
備
を
進
め
よ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
昨
年
度
か
ら
実
施

さ
れ
本
県
で
は
、
三
条
、
燕
の
「
県

央
圏
」
柏
崎
、
刈
羽
の
「
柏
崎
圏
」

の
二
圏
域
が
指
定
に
な
り
本
年
は
高

田
、
面
江
漣
圏
、
糸
魚
川
圏
、
新
発

田
圏
そ
れ
に
佐
渡
圏
の
四
圏
域
が
指

定
由
請
を
出
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
広
域
而
町
圏
が
指
定
に
な
り

ま
す
と
国
か
ら
地
方
交
付
税
で
一
圏

域
三
億
円
を
市
町
村
道
に
割
増
算
入

す
る
ほ
か
、
広
域
処
理
の
た
め
の
下

水
道
、
清
掃
施
設
な
ど
事
業
費
補
正

が
な
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
補
助
金
と
し
て
は
二
年
間
に

振
興
対
策
費
と
し
て
一
圏
域
二
手
万

円
が
補
助
さ
れ
ま
す
．

該
当
者
は
届
出
を

　
　
　
　
　
　
　
国
家
総
動
員
の
業
務
遺
族

　
戦
時
下
、
徴
用
令
、
学
徒
動
員
令

等
に
よ
り
国
家
総
動
員
藁
務
に
協

力
さ
れ
た
方
の
遺
族
に
特
例
弔
慰

金
、
特
例
給
与
金
が
支
給
に
な
り
ま

す
．
陸
海
軍
造
兵
廠
。
そ
の
他
軍
の

工
場
等
の
事
藁
所
で
就
労
中
死
亡
し

難
騒

た
方
の
遺
族
に
対
し
て
は
、
昭
和
二

十
七
年
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

護
法
が
施
行
さ
れ
て
以
来
処
遇
の
対

タ
と
し
て
ケ
ヨ
に
　
っ
て
お
り
ま
す

赫
、
適
用
条
件
が
ま
こ
と
に
厳
格
で

戦
時
災
害
に
よ
る
死
亡
に
限
あ
れ
、

そ
の
後
業
務
関
連
死
亡
と
改
め
ら
れ

た
も
の
の
依
然
外
傷
に
よ
る
死
亡
で

あ
り
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
昨
年
十

月
一
日
か
ら
動
務
関
連
死
亡
者
と
し

て
疾
病
に
よ
る
場
合
も
適
用
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方

の
遺
族
は
証
明
資
料
と
な
る
関
係
書

類
を
お
持
ち
に
な
り
ま
し
て
、
市
役

所
社
会
福
祉
事
務
所
へ
お
出
で
下
さ

る
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

嚇　　　　　　　　　　　　r．　　　　　　　　　　㈱細『’

野ねすみを捕獲
ツツガムシ病の研究で浅沼博士ら来市

　
ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
の
研
究
で
有
名
な

浅
沼
博
士
ほ
か
二
名
の
学
者
グ
ル
ー

ブ
は
、
先
月
二
十
六
日
来
市
。
ツ
ツ

ガ
ム
シ
病
が
発
生
し
た
と
思
わ
れ
る

羽
根
川
と
信
濃
川
の
合
流
地
帯
で
野

ね
す
み
を
捕
獲
し
て
研
究
材
料
に
持

ち
帰
り
ま
し
た
。
同
学
者
グ
ル
ー
プ

の
話
で
は
、
ツ
ツ
ガ
ム
シ
は
野
ね
す

み
の
耳
の
欠
に
寄
生
す
る
○
・
三
、
、
ザ

位
の
ダ
ニ
で
、
野
ね
ず
み
か
ら
ツ
ツ

ガ
ム
シ
の
種
類
な
ど
も
研
究
で
き
る

と
い
「
て
拘
り
、
当
日
は
市
と
保
健

所
の
協
力
で
十
四
匹
を
捕
獲
し
ま
し

た
。

熱麗飛二小学校完成

植
林
下
刈
り
な
ど
に
便
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
林
組
合
で
作
業
を
受
託

　
最
近
労
働
力
不
足
な
ど
で
植
林
や

森
林
の
保
育
作
業
が
む
す
か
し
く
、

山
を
持
っ
て
い
て
も
ボ
イ
山
に
放
置

さ
れ
て
い
る
の
が
大
半
で
す
．
こ
の

た
め
国
や
県
、
市
及
び
十
日
町
市
蘇

林
組
合
で
は
、
林
業
の
振
興
と
潜
在

資
源
開
発
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
優
遇
借

置
や
便
法
を
実
施
し
て
い
ま
す
か
ら

刹
用
し
た
い
方
は
至
急
而
役
所
ま
た

「
は
市
森
林
組
合
へ
申
し
込
み
願
い
ま

す
。

　
一
、
地
ご
し
ら
え
、
植
林
、
下
刈
り

　
根
踏
み
、
雷
起
こ
し
な
ど
の
作
業

　
学
区
民
待
望
の
飛
渡
第
二
小
学
絞

（
中
条
中
学
校
分
校
含
む
）
の
改
築

工
事
が
こ
の
ほ
ど
完
成
。
さ
る
四
日

書
び
の
竣
工
式
を
行
な
い
ま
し
t
。

同
較
舎
は
、
昨
年
七
月
着
工
、
総
工

事
費
二
千
三
百
七
十
三
万
五
千
円
で

完
成
し
た
も
の
．

　
こ
の
建
物
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
二
階
建
延
面
積
六
六
三
・
一
六

平
万
メ
ー
ト
ル
（
二
百
坪
）
で
普
通
却

教
室
六
、
特
別
教
室
二
、
教
務
室
、

応
接
室
、
廊
下
な
ど
配
置
さ
れ
、
外

部
は
色
モ
ル
タ
ル
の
モ
ダ
ン
な
校
舎

で
機
能
．
通
風
、
採
光
、
消
防
設
備

な
ど
十
分
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
総
工
事
費
額
二
手
三
百
七
十
三

万
五
千
円
の
う
ち
簡
易
保
険
積
豆
金

還
元
融
資
九
百
六
十
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

受
託
制
度

　
市
森
林
組
合
が
、
組
合
昌
叉
は
組

合
に
加
入
す
る
万
か
ら
委
託
申
し
込

み
を
受
け
て
、
組
合
労
務
班
が
作
業

す
る
。
そ
の
経
費
は
、
森
球
組
合
で

精
算
受
領
し
ま
す
。
そ
の
概
算
経
費

は
つ
ぎ
の
と
お
り
。
　
（
実
状
に
よ
っ

て
多
少
増
減
が
あ
る
）

①
二
十
年
生
前
後
の
ボ
イ
…
伐
採
作

　
藁
十
ア
ー
ル
当
り
七
千
円

②
下
刈
り
作
業
（
植
栽
後
五
ヵ
年
閥

　
の
一
年
平
均
）
十
ア
ー
ル
当
り
二

手
一
一
百
円

③
植
栽
作
業
十
ア
ー
ル
当
り
四
千
二

百
五
＋
円

④
根
踏
み
雪
起
し
作
藁
（
植
栽
後
五
、

　
ヵ
年
聞
の
一
年
平
均
）
十
ア
ー
ル

当
り
八
百
五
＋
円

　
な
お
、
森
林
組
合
に
対
し
て
ボ
イ

山
伐
採
、
新
植
、
保
育
（
五
ヵ
年

闇
）
の
三
つ
の
作
藁
を
委
託
し
た
場

合
に
限
り
、
事
業
費
（
苗
木
代
を
含

む
“
の
約
三
・
五
な
い
し
四
割
を
県

が
補
助
し
ま
す
。

二
、
造
林
補
助
金
の
交
付
制
度

　
国
や
県
、
市
で
は
造
林
し
た
方
へ

本
人
の
申
請
に
よ
っ
て
別
表
の
と
お

り
補
助
し
ま
す
．

三
、
杉
、
松
の
苗
木
斡
旋

　
市
森
林
組
合
で
は
、
造
林
用
苗
木

の
注
又
を
受
け
つ
け
て
い
ま
す
。
ま

だ
田
し
込
み
さ
れ
て
い
な
い
方
で
、

植
林
さ
れ
る
方
は
至
急
串
し
込
み
く

だ
さ
い
。
そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
に

所有別 造林種別 事業採択基準 補助率 備　　　考

私有林

譜亭通造林 10a（1反歩）

以L

事業費

　　の4割

階段造林
10a（1反歩）

以L

植栽木に1本当り有
効成分量合計22gを
基準として施肥をす
る。

部落有林
普通造林

階段”

1ha（1町歩）

以L

事業費の6割の

補助金に、1ha

当り3万円を市
で助成する。

但し、ボイ山及び原
野に限る

1ha未満の場合は私
有林の補助率と同じ。

滋※造林種別ごとの補助金支払額。（この補助金額は昨年の実績
であるので今年は若干アップすることが考えられる。）

っ
い
て
は
、
市
役
所
農
林
課
又
は
市

森
林
組
合
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。電
話
市
役
所

　
　
　
　
公
社
線
七
ー
三
二
一
番

　
　
　
　
有
線
　
　
五
二
七
一
二
番

　
　
　
森
林
組
合

　
　
　
　
公
社
線
二
ー
三
〇
Q
四
番

　
心
を
あ
わ
せ
て

　
明
る
い
社
会
を

　
9
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
σ
新

潟
県
実
施
委
員
会
で
は
、
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
を
始
め
て
か
ら
、
本

年
で
第
二
十
回
を
迎
え
ま
し
た
．

　
本
年
は
、
　
「
社
会
連
帯
の
強
化
と

青
少
年
の
非
行
防
止
」
を
目
標
に
今

月
一
日
か
ら
一
ヵ
月
間
県
下
一
円
に

運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
も
沿
互
い
が
協
力
し
、
愛
の

手
を
差
し
の
ぺ
、
よ
り
ょ
い
環
境
を

つ
く
り
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
冑
少
年
を
非
行
に
走
ら
せ

　
る
原
因
は

▽
親
乙
子
の
話
し
合
う
時
間
が
少
な

く
、
子
供
を
な
げ
や
り
に
し
て
い

る
。
▽
離
職
や
転
職
を
繰
り
返
す
こ
と
が

非
行
の
第
一
歩
．

▽
不
健
全
な
刺
激
的
な
環
境
の
増
加

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

請
求
も
れ
の
な
い
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
軍
属
、

　
軍
人
、
軍
属
、
準
軍
属
に
支
給
ざ

れ
る
年
金
、
給
与
金
、
弔
慰
金
等
の

支
給
に
っ
い
て
は
、
適
用
条
件
が
年

隼
改
正
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
本
年

は
つ
ぎ
の
方
々
の
請
求
権
が
時
効
に

な
り
ま
す
の
で
、
講
求
も
れ
の
な
い

よ
う
じ
ゅ
う
糸
ん
ご
注
意
下
さ
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
．

一
、
時
効
完
成
昭
和
四
十
五
年
九

月
三
＋
日

所有別 造林種別（造林地 補助金額 備　　　考

私有林
　　　　t

ボイ山造林 10a（1反歩）当り
　　　　　　4，700円

階段造材の階段基準、山腹

平均斜戯uo以上、巾り．9－

1．5鴻

長さ総延長、10a当り

2伽以上

原野　〃
1｛）a　：1、リ

　　　　　　　』200円

再　　　〃 10a　当リ
　　　　　　1，9｛x〕円

ボイ山の階段切”
1〔）a　当り

　　　　　　7，8〔X，円

部落
　イ淋

ボイ山　〃
1ha（卑”1∫歩）当り
　　　　　1〔）（1（1〔）（1円

ボイ山ク）階段切〃 1ha当り　　　　　135，000円

所有別 造林種別 事裳採択基準 補助率
私有林
部落イ∫林

’㌃麺造林

階段　”

植栽本数200本り，上

　（7畝一1反歩）
3割以内

準
軍
属
の
年
金

一
一
、
対
象

　
①
身
分
関
係

　
イ
満
鉄
軍
属

　
　
　
（
満
鉄
、
華
北
交
通
、
満
州
航

　
　
空
、
そ
の
他
国
策
会
社
の
特
殊

　
　
勤
務
者
）

　
ロ
台
湾
軍
属

　
　
　
（
台
湾
、
満
州
地
域
に
お
け
る

　
陸
軍
共
済
組
合
加
入
部
隊
勤
務

の
軍
属
）

ハ
非
載
地
有
給
軍
属

　
（
内
地
の
各
工
廠
、
部
隊
等
に

　
勤
務
し
た
徴
用
に
よ
ら
な
い
軍

属
）

②
死
因
関
係

イ
勤
務
関
連
特
例
弔
慰
金
の
該
当

　
者
、
厚
生
大
臣
の
定
め
る
疾
病

　
（
結
核
性
疾
患
、
精
神
病
に
よ

る
死
亡
　
　
　
　
六
年
以
内
櫛

。
鞭
砿
錘

廃
に
よ
る
該
当
者
　
　
　
　
　
一
…

　
（
被
徴
用
者
、
動
昌
学
徒
、
女
蹴

　
子
挺
身
隊
昌
等
の
死
亡
の
要
件
翻

で
あ
る
戦
時
災
害
を
廃
止
し
、

業
務
上
死
亡
者
を
も
対
象
と
し

た
．
～

食
べ
る
前
に
手
洗
い
を

　
　
　
　
　
　
夏
の
伝
染
病
を
防
ご
う

一般造林

2）小規模造林（市単独事業）

　
最
．
近
市
内
に
赤
痢
な
ど
夏
の
伝
染

病
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
市
保
険
衛
生
課
で
ま
と
め
た
市
内

の
伝
染
病
患
者
は
、
去
る
五
日
現
在

腸
チ
フ
ス
一
人
、
パ
ラ
チ
フ
ス
一
人

赤
痢
七
人
の
合
計
九
人
と
な
っ
て
い

ま
す
．

　
こ
れ
か
ら
の
梅
雨
あ
け
か
ら
夏
に

か
け
て
、
こ
う
し
た
伝
染
病
が
発
生

し
や
す
い
シ
ー
ズ
ン
で
す
が
、
お
互

い
に
夏
の
健
康
を
守
る
た
め
に
つ
ぎ

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
．

　
赤
痢
の
予
防
は
、
な
ん
と
い
っ
て

も
手
を
よ
く
洗
う
こ
と
で
す
。

　
赤
痢
は
、
人
の
手
か
ら
口
へ
と
や

っ
て
き
ま
す
。

　
用
便
の
あ
と
、
調
理
の
前
、
食

　
ヤ
　
　
の
あ
と
ヤ
　
ハ
が
け
の
あ

τ
盆
か
濡
っ
を
き
奎

は
、
必
す
手
を
洗
う
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
●
手
洗
い
は
、
で
き
れ
ば
ク
レ

ゾ
ー
ル
水
、
三
％
で
消
毒
す
る
か
、

逆
性
石
け
ん
を
約
五
倍
に
し
て
ま
す

こ
ん
な
不
満
は
ご
相
談
を

　
　
　
　
　
　
　
　
長
岡
検
察
審
査
会

　
詐
欺
、
お
ど
し
、
交
通
事
故
な
ど

犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
て
、
警
察
や
検

察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の

事
件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
。

ど
う
も
な
っ
と
く
で
き
な
い
ー
。

こ
ん
な
不
満
を
も
っ
て
い
る
か
た
は

い
ま
せ
ん
か
？

　
そ
う
い
う
か
た
は
、
そ
の
ま
ま
泣

き
寝
入
り
し
な
い
で
、
検
察
審
査
会

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
検
察
審
査
は

　
選
挙
八
名
簿
を
も
と
に
し
て
、
く

じ
で
え
ら
は
れ
た
民
閥
人
の
代
表
者

“
十
一
人
の
検
祭
審
査
員
“
が
、
検

祭
官
の
し
ご
と
の
や
り
か
た
を
審
査

す
る
た
め
の
制
度
で
す
．

　
ど
ん
な
し
ご
と
を
す

　
る
と
こ
ろ
か

　
検
察
官
の
し
た
不
起
訴
処
分
の
よ

し
あ
し
を
番
査
す
る
の
が
お
も
な
し

ご
と
の
一
つ
で
す
．

　
検
察
審
査
会
は
、
そ
の
た
め
に
、

検
察
官
の
つ
く
っ
た
不
起
訴
記
録
を

調
ぺ
た
り
、
必
要
に
応
じ
て
証
人
を

呼
ん
だ
り
、
場
合
に
よ
ッ
て
は
実
地

見
分
な
ど
も
し
て
議
決
を
し
ま
す
．

i
そ
の
麟
決
を
参
考
に
し
て
、
検

事
正
が
事
件
を
起
訴
す
べ
き
だ
と
考

え
た
と
き
は
、
起
訴
の
手
続
が
と
ら

れ
ま
す
．

手
を
ぬ
ら
し
、
こ
の
石
け
ん
を
数
滴

た
ら
し
、
こ
す
り
あ
わ
せ
た
あ
と
、
水
…

で
洗
う
と
い
う
方
法
が
適
当
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
病
菌
を
ぱ
い
介
す
る
ハ
…

エ
、
ネ
ズ
ミ
の
駆
除
が
大
切
で
す
．

　
踏
切
事
故
を

　
　
　
　
な
く
し
ょ
一
つ

　
自
動
璽
の
激
増
と
列
車
速
度
の
高

速
化
な
ど
に
よ
り
、
踏
切
事
故
が
増

加
し
て
い
ま
す
．
昨
年
度
の
飯
山
線

内
の
事
故
は
二
＋
六
件
、
死
者
八
名
…

で
し
た
。
踏
切
を
渡
る
と
き
に
は
、
…

つ
ぎ
の
こ
と
を
厳
守
し
て
く
だ
さ
㎜

い
．一
、
警
報
機
の
鳴
っ
て
い
る
と
き
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∂

は
、
絶
対
に
渡
ら
な
い
．

二
、
警
報
機
が
鳴
っ
て
い
な
く
て
・

税
務
相
談
室

の
開
設

五
月
一
日
か
ら
国
税
不
服
審
判
所

川
の
発
足
に
よ
っ
て
「
協
議
団
」
は
廃

川
止
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
協
議
団
で
行
な

っ
て
い
た
税
金
の
苦
情
や
相
談
は
、

国
税
局
に
設
け
ら
れ
た
「
税
務
相
談

室
」
が
引
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し

蹄
た
．
新
潟
県
内
の
相
談
窓
口
と
し
て

淵
五
月
一
円
か
ら

撒
新
潟
甫
営
所
通
り
二
番
町
六
九
二
の

五
（
新
潟
税
務
署
内
》
電
話
（
新

潟
）
　
（
二
十
九
）
二
一
五
一

に
国
税
局
の
「
税
務
相
談
室
」
が
設

“
㎜
置
さ
れ
、
相
談
官
が
派
遣
さ
れ
、
常

㎜
㎜
駐
し
て
苦
情
や
相
談
に
あ
た
っ
て
い

…
ま
す
。
電
話
や
文
雷
で
も
結
樽
で
す

か
ら
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
．

　
ま
た
、
従
来
実
施
し
て
い
ま
し
た
・

…
…
巡
回
相
談
所
も
開
設
し
、
日
時
、
場

㎜
…
所
は
そ
の
つ
ど
お
矧
ら
せ
し
ま
す
か

淵
ら
、
あ
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
．

　
税
務
巡
回
相
談
の
拘
知
ら
せ

　
巡
回
相
談
を
つ
ぎ
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。
税
金
に
つ
い
て
の
苦
情
や

相
談
は
こ
の
機
会
に
ど
う
ぞ
。

　
　
　
記

一
、
開
設
月
日

　
昭
和
四
十
五
年
七
月
二
十
八
日

一
一
、
受
付
時
間

　
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

三
、
開
毅
場
所

　
十
日
町
市
役
所
（
相
談
塞
）

四
、
担
当
者

　
関
東
信
越
国
税
局
、
税
務
相
談
官

　
　
　
　
　
　
　
坪
田
正
治

停
電
の
お
し
ら
せ

　
七
月
二
十
五
日
（
十
四
時
三
十
分

か
ら
＋
七
時
三
十
分
ま
で
）

　
区
域

本
町
二
～
本
町
三
～
駅
通
り
，
西
浦

一
部
～
昭
和
町
二
5
昭
和
町
三
～
昭

和
町
四
5
稲
荷
町
三
～
田
中
町
本
通

り
一
部
～
若
宮
町
。

納
期
限
内
納
入
に
ご
協
力
を

　
　
　
　
　
昭
和
四
十
五
年
度
市
税
お
よ
び

　
　
　
　
　
国
民
健
康
保
険
料

…
昭
和
四
十
四
庫
度
の
市
税
お
よ
び

国
民
健
康
保
険
料
の
納
入
は
五
月
三

十
一
日
（
会
計
閉
鎖
期
日
》
を
も
っ

3
て
終
わ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
ご

闇
協
力
に
よ
り
好
成
績
を
あ
げ
る
こ
と

も
、
必
す
一
旦
止
ま
つ
て
左
右
を
よ
冊
が
で
き
ま
し
た
。
昭
和
四
十
五
年
度

く
確
か
め
て
か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
。
”
”

三
、
自
動
箪
が
踏
切
り
で
動
け
な
く

な
っ
た
と
き
、
ま
す
発
煙
筒
や
赤
色

　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
駅
）
翻

旗
（
灯
）
で
合
図
し
て
列
畠
を
止
め
縮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

る
手
配
を
し
て
下
さ
い
。
　
　
　
”
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
質

諸
車
交
通
止
め

　
　
　
　
国
道
二
五
三
号
線

市
税
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
料
の
納

入
に
つ
き
ま
し
て
も
、
市
税
の
重
姿
一

性
を
ご
認
識
い
た
だ
き
、
納
期
限
内

納
入
に
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
を
す
る
　
で
す
　
　
　
　
の

ユ理由に
よ
り
、
こ
と
し
の
税
金
が
通
除
額
等
の
引
上
げ
に
よ
る
滅
税
に
つ

知
さ
れ
た
予
定
納
税
額
よ
り
少
な
く
い
て
も
お
り
こ
ん
で
計
算
さ
れ
て
い

な
る
と
見
込
ま
れ
る
人
は
、
税
務
署
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
二
五
三
号
線
の
孕
石
附
近
三
千
四
．

百
五
十
メ
ー
ト
ル
を
漬
路
改
良
す
る

た
め
、
つ
ぎ
の
期
聞
交
通
止
め
と
な

り
ま
す
．
う
回
路
は
国
道
二
五
二
号

線
．　
　
　
期
聞

　
昭
和
四
十
五
年
六
月
一
日
か
ら

所
得
税
第
聞
期
分
の
納
期

限
は
七
月
三
十
闘
日
で
す

七
月
は
所
得
税
の
第
一
期
分
の
予
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ち
ろ
ん
税
法
の
改
正
に
よ
る
控

淵
に
予
定
納
税
額
を
減
ら
す
申
請
を
す

…
m
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
予
定

”
”
納
税
額
の
減
額
甲
請
と
い
い
ま
す
．

　
つ
ぎ
に
予
定
納
税
や
、
便
利
な
振

替
納
税
な
ど
に
っ
い
て
簡
卑
に
説
明

…
…
し
ま
す
。

蹴
1
．
予
定
納
税
に
つ
い
て

甜
　
予
定
納
税
基
準
額
は
、
前
年
分
の

2
，
振
替
納
税
に
つ
い
て

　
納
税
に
は
振
替
納
税
を
利
用
す
る

と
、
大
変
便
利
で
す
．
こ
の
制
度
は

金
融
機
関
の
口
座
か
ら
振
替
に
よ
っ

て
納
税
す
る
万
法
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
ま
す
と
、
納
税
の
た
め
の
手
数
も

は
ぶ
け
、
納
期
限
に
も
遅
れ
す
に
確

実
に
納
税
が
で
き
ま
す
．
ま
だ
利
用

雛
鮮
購
饗
ハ
難
羅
灘
　

通
不
能
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
四
的
な
所
得
は
除
い
て
計
算
し
て
あ
り

一371一
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災
害
危
険
箇
所
を
巡
視

　
市
防
災
会
麟
（
会
長
村
山
市
長
）

は
、
去
る
二
日
市
内
の
災
害
危
険

箇
所
の
巡
視
を
行
な
い
、
あ
わ
せ
て

非
常
の
際
の
運
絡
万
法
の
確
認
、
水

防
倉
庫
の
資
材
の
総
点
検
な
ど
を

行
な
い
ま
し
た
。
こ
の
巡
視
は
、
市
は

じ
め
、
警
察
署
、
土
木
事
務
所
、
魚
沼

市
防
災
会
議
で

林
藁
亭
務
所
、
建
設
省
十
日
町
出
張

所
な
ど
関
係
者
約
二
＋
四
名
で
今
後

の
防
災
に
つ
い
て
万
全
を
期
す
る
た

め
行
な
っ
た
も
の
で
、
こ
の
結
菓
は

近
く
開
か
れ
る
防
災
会
議
に
報
告
さ

れ
、
対
策
を
協
犠
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
．

　
市
の
危
険
箇
所
は
全
体
で
、
中
小

河
川
延
長
（
右
左
岸
を
含
む
）
約
百

八
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
地
す
べ
り

面
積
千
二
百
八
十
三
診
、
地
す
べ
り

危
険
住
家
四
百
三
†
＝
戸
、
人
口
二

千
二
百
六
十
九
人
に
及
び
又
、
信
濃

川
危
険
水
域
は
全
体
で
七
・
七
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
土
砂
く
す
れ
危
険
総
面

積
千
百
九
十
二
診
で
、
当
日
は
最
も

危
険
な
箇
所
二
十
箇
所
を
巡
視
し
ま

し
た
。

七
、
八
月
に

集
中
豪
雨

1
新
潟
気
象
台
予
報
i

　
新
潟
地
万
気
象
台
で
は
、
七
月
中

旬
か
ら
八
月
下
印
に
か
け
て
集
中
豪

雨
の
恐
れ
が
あ
る
と
発
表
し
、
河
川
、

土
砂
く
す
れ
、
地
す
べ
り
な
ど
の
危

険
箇
所
の
人
家
は
十
分
注
意
す
る
よ

う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
市
で
は
、

昨
年
の
八
月
水
害
で
、
入
間
、
当
間

川
の
は
ん
ら
ん
、
榎
川
た
め
池
決
壊
、

土
砂
．
～
す
れ
に
よ
る
住
家
倒
壊
な
ど

多
く
の
被
害
が
で
て
お
り
ま
す
．
今

年
も
水
害
危
険
箇
所
の
厳
重
な
警
瓶

ー
最
近
市
内
で
お
き
て

い
る
「
公
害
」
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
か
ー

【
答
】
い
ま
甫
内
の
公
害
で
い
ち

ぱ
ん
間
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
河

川
の
流
水
の
よ
ご
れ
、
す
な
わ
ち

「
水
暇
の
汚
濁
（
拘
だ
く
）
」
で

す
。
つ
い
先
年
ま
で
ア
カ
バ
ヤ
が

の
ぽ
0
、
鮎
が
と
れ
た
川
筋
、
メ

ダ
カ
を
追
っ
た
小
川
も
こ
の

頃
は
す
っ
か
り
様
子
が
か
わ

り
、
ご
存
じ
の
如
く
よ
ご
れ

っ
て
河
川
の
汚
濁
は
写
直
ち
に
農

業
用
水
の
汚
濁
と
な
る
訳
で
、
農

家
は
危
険
物
や
汚
水
の
流
入
に
苦

悩
し
て
い
ま
す
。
汚
濁
の
範
囲
も

年
毎
に
広
が
り
、
南
は
羽
根
川
、

北
は
下
条
の
梅
鉢
川
ま
で
の
各
河

川
に
お
よ
ん
で
い
ま
す
。
農
業
者

の
苦
情
申
し
立
て
は
昨
駕
七
件
、

本
年
一
件
で
関
係
水
田
面
稽
が
百

件
あ
り
ま
し
た
。
織
物
関
係
の
騒

音
は
、
比
較
的
防
音
、
遮
音
対
策

が
行
い
易
い
音
質
と
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
苦
情
の
あ
っ
た
も
の
に
つ

い
て
は
事
業
者
と
話
し
合
い
を
行

な
い
、
逐
次
対
策
を
薩
め
て
い
ま

す
。
織
機
の
多
い
当
市
で
は
、
休

日
や
夜
間
の
騒
音
問
題
が
増
加
す

る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い

　
　
ま
す
。

　
　
　
ま
た
「
悪
臭
一
も
あ
り
ま

　
　
す
。
調
理
場
の
排
気
に
よ
る

近
隣
の
悪
臭
苦
情
、
そ
れ
に
溶
鉱

炉
の
煙
の
悪
臭
の
苦
情
訴
え
が
あ

　
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
の
「
公
害

」
で
あ
る
大
気
の
汚
染
、
振
動
、

地
盤
沈
ド
に
つ
い
て
は
、
今
の
と

こ
ろ
苦
情
が
出
て
き
て
お
り
ま
せ

ん
。
（
続
）

　
　
　
　
　
　
（
都
市
開
発
課
）

が
望
ま
れ
ま
す
．

　
非
常
な
場
合
の
災
害
防

　
止
は

　
市
で
は
で
き
る
限
り
の
災
害
防
止

対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
が
、
非
常
の

場
合
は
、
サ
イ
レ
ン
、
広
報
虜
、
消

防
チ
ャ
イ
ム
、
有
線
放
送
電
話
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
．
又
非
常
時
の

避
難
は
、
現
場
に
い
る
警
察
官
、
消

防
職
員
、
市
職
員
な
ど
の
指
示
誘
導

に
従
っ
て
す
み
ゃ
か
に
避
難
し
て
く

だ
さ
い
．

　一、

家
の
ま
わ
り
を
点
検
し
、
危
険

だ
と
思
わ
れ
る
樹
木
を
伐
採
す
る
。

二
、
地
割
れ
部
分
は
、
水
が
流
れ
こ

ま
な
い
よ
う
ビ
ニ
ー
ル
で
お
拘
い
を

し
、
仮
排
水
路
を
つ
く
る
。

薦
駅
融
聾
駄
傑
臓
携
脚

　
（
の
り
）
を
ふ
み
し
め
て
、
漏
水
の

有
無
を
確
め
る
。
大
雨
の
予
想
さ
れ

る
場
合
は
、
余
水
肚
を
き
れ
い
に

し
、
ひ
門
を
開
い
て
水
位
を
下
げ
て

お
く
。
池
の
浮
遊
物
を
取
り
除
く
。

　
な
ど
で
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合

は
、
家
財
な
ど
に
執
着
せ
す
、
す
ぐ

避
難
す
る
こ
歯
が
大
切
で
す
。

て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
各
家
庭
の

排
水
や
、
工
場
廃
水
の
流
入
、
ご

み
の
投
入
、
な
か
で
も
染
色
関
係

の
廃
水
は
、
よ
ご
れ
の
最
入
の
原

因
と
な
っ
て
い
す
．

　
市
内
に
あ
る
た
く
さ
ん
の
川
筋

は
、
水
田
の
耕
作
が
は
じ
ま
る
と

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
使
用
権
の
あ
る

農
藁
用
水
に
な
り
ま
す
。
し
た
が

二
十
診
を
越
え
ま
し
た
。
ま
だ
百

余
診
の
大
口
が
末
解
伏
と
な
っ
て

い
ま
す
．

　
次
に
コ
願
音
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
主
に
工
場
の
織
機
〃
騒

音
、
出
ば
た
の
早
朝
、
優
間
の
騒

音
、
撚
糸
機
の
終
夜
騒
音
、
鉄
工

所
の
作
業
騒
昔
な
ど
で
す
。
苦
情

串
し
豆
て
は
昨
銀
四
件
、
本
年
一

災
聖
・
時
の
避

難
準
備

　
ま
ず
平
紫
の
心
構
え

　
か
ら

　
非
常
災
害
で
避
難
す
る
前
に
こ
れ

だ
け
は
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

▽
避
難
場
所
を
塚
族
全
員
に
徹
底
さ

せ
る
．

▽
ブ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
元
栓
を
し
め
、

　
ブ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ペ
が
硫
出
し

　
な
い
よ
う
固
定
す
る
。

▽
携
帯
ラ
ジ
オ
、
か
い
中
電
燈
を
用

意
す
る
。

▽
家
財
哨
具
や
貴
重
品
は
二
階
に
移

　
し
、
畳
は
、
根
太
の
上
に
机
な
ど

　
を
乗
せ
そ
の
上
に
重
ね
る
。

▽
非
常
持
出
品
（
貴
重
品
、
医
薬
品

　
衣
類
な
ど
）
を
整
理
し
て
お
く
．

▽
八
命
救
助
用
ロ
ー
ブ
を
用
意
す

　
る
。

▽
家
を
出
る
前
に
、
火
の
気
を
完
全

　
に
消
し
、
電
気
の
ス
イ
ヅ
チ
を
切

　
る
。

　
な
ど
で
す
が
、
避
難
は
冷
静
に
速

く
、
避
難
の
指
示
が
あ
れ
ぱ
、
自
分
の

家
が
堅
固
で
危
険
が
な
い
と
思
っ
て

も
、
直
ち
に
避
難
す
る
こ
と
で
す
。

県
条
例
の
心
身
障

害
者
（
児
）
扶
養
共

済
制
度

　
こ
の
制
度
は
、
保
護
者
が
、
不
具

に
な
っ
た
り
死
亡
し
た
後
に
残
さ
．
れ

忍
婁
に
対
し
年
金
を
饗
に
わ

た
っ
て
支
給
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
そ
の
あ
ら
ま
し
は
つ
ぎ
の
と
お

り
で
す
。

　
一
、
加
入
者
の
簡
囲

　
心
身
障
害
者
を
扶
養
し
て
い
る
保

護
者
で
四
十
五
才
未
満
、
た
だ
し
昭

和
四
十
五
年
度
に
限
り
六
十
五
才
未

満
と
す
る
。

二
、
掛
金
の
納
付

　
三
士
五
才
未
満
、
月
額
　
　
千
円

　
三
十
五
才
以
上
四
†
才
ま
で
、
月

　
額
　
　
　
　
　
　
千
三
百
円

　
四
＋
五
才
以
上
六
十
五
才
ま
で
、

　
月
額
　
　
　
　
　
千
五
百
円

三
、
年
金
の
給
付

　
加
人
者
が
不
具
、
憂
は
死
亡
の
場

合
、
鉦
月
二
万
円
を
対
象
者
に
支
給

18日から開・場
市民プール

郡
市
中
学
校
陸

上
競
技
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
去
月
一
一

㌍
　
　
　
＋
一
日

　メフルケ》＿＿論

　
　
O

O
⊂）

（
日
）
午

前
九
時
か

ら
、
＋
日

町
高
校
グ

ラ
ウ
ン
ド

で
、
延
八

百
名
余
り
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し

た
．
各
種
目
と
も
三
位
ま
で
の
入

賞
者
は
、
八
月
一
、
二
日
同
グ
ラ

ン
ド
で
開
か
れ
る
中
越
大
会
に
出
場

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．
中
越
の

陸
上
競
技
大
会
が
地
元
で
開
か
れ
る

の
は
初
め
て
と
あ
っ
て
、
関
係
者

の
間
で
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
■
の
大
会
新
記
録
は
つ
ぎ
の
と

お
り
。

一

獺
　
　
　
灘
鰹
鰍

　
　
　
　
　
講
・

　
　
　
　
灘

耀
・
騰
鑛
鐵

▽
二
百
麿
へ
男
）
“
保
坂
（
十
日
町

中
）
2
4
秒
8
〉
二
百
麿
（
女
）
口
山

田
（
＋
日
朗
中
）
2
8
秒
9
▽
四
百
齎

（
男
）
“
保
坂
（
十
日
町
中
）
5
6
秒

▽
四
百
麿
（
ジ
ュ
ニ
ア
男
）
H
桐
山

（
下
条
中
）
59
秒
6
▽
四
百
麿
リ

レ
ー
（
ジ
ュ
ニ
ア
男
）
“
中
条
中
引

秒
4
▽
四
百
桝
リ
レ
ー
（
ジ
ュ
ニ
ア

女
）
中
条
中
“
5
7
秒
1
▽
千
五
百
祝

勇
》
”
福
崎
（
水
沢
中
）
4
分
3
0

秒
8
．
　
　
十
日
町
小
春
季

　
　
運
動
会

　
久
し
ぶ
り
に
晴
れ
あ
が
っ
た
去
月

二
十
一
日
午
前
九
時
か
ら
十
日
町
小

学
校
の
運
動
会
が
同
グ
ラ
ン
ド
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
一
年
生
の
『
ぴ
っ
か
り

星
な
ん
の
星
」
や
五
、
六
年
生
の

「
大
玉
送
り
」
な
ど
応
援
の
父
兄
と

　
　
　
　
繍
．
麟

　
　
　
　
　
　
議
襲

　
　
　
　
　
　
・
－
覇
難
雛

灘

も
ど
も
楽
し
い
一
日
を
過
し
ま
し
た

　
市
道
新
座
中
央

　
線
を
舗
装

　
こ
の
ほ
ど
給
食
セ
ン
タ
ー
前
か
ら

川
原
阿
北
原
線
ま
で
の
延
浸
四
百
十

六
層
、
幅
員
八
麿
が
工
事
費
三
百
七

十
万
円
で
舗
装
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

で
而
道
新
座
中
央
線
は
全
部
舗
装
さ

れ
た
わ
け
で
す
。

学
卒
就
職
者
を
激

励
す
る
つ
ど
い

藤
県
青
少
年
対
策
釜
長
補
佐
の
記
念

震
董
諜
宣
お
鴛

催
鐸
観
鞭
繹
葬
馨
猫
馨
謎

が
去
月
二
十
五
日
午
後
三
時
か
ら
十
た
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

日
町
商
工
福
祉
会

舘
で
開
か
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
市

内
各
職
賜
に
就
職

し
て
い
る
新
規
学

卒
者
五
百
＋
名
が

集
ま
り
、
＋
日
酊

織
協
理
事
長
の
励

ま
し
の
冒
葉
の
あ

と
、
熊
木
工
務
所

勤
務
の
、
高
僑
武

君
と
株
式
会
社
滝

泰
勤
務
の
、
黒
部

久
美
子
さ
ん
の
生

活
体
験
発
表
が
あ

り
、
つ
づ
い
て
佐

締

ミ
ミ
ミ
、
ミ
ミ
ミ
、
ミ
、
ミ
ミ
ミ
ミ
、
ミ
ミ
ミ
ミ
、
ミ
、
ミ
、
ミ
、
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
、
ミ
、
ミ
ミ
、
ミ
、
ミ
ミ
ミ
、
ミ
、
ミ
ミ
、
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
、
ミ
、
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
、
ミ
、
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
、
ミ
ミ
ミ
、
ミ
、
ミ
、
ミ
、
ミ
、

ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
・
，
、
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
、
ミ
…
§
ミ
§
、
§
§
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
、
、
ミ
ミ
ミ
ミ

す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
て
は
而
福
祉
．
嶺
務
所
へ
お
間
い
合
せ

四
、
不
明
の
点
、
叉
は
細
部
に
つ
い
一
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騰
ー

タ“

ム
放
流
覧
し
注
意

　
信
濃
川
流
域
の
水
難
事
故
防
止

　
本
格
的
な
水
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

国
鉄
信
濃
川
発
電
所
で
は
爪
難
事
故

防
止
の
た
め
、
宮
甲
取
入
ダ
ム
よ
り

軒
蕃
笙
る
獲
謹

蓼
響
イ
レ
ン
蕎
所
）
馨

頸
耗
（
テ
ヵ
所
）
を
聲
し

て
い
ま
す
．
こ
の
警
報
用
サ
イ
レ
ン

の
吹
め
い
は
つ
ぎ
の
場
合
に
行
な
い

ま
す
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。
叉
警

報
用
サ
イ
レ
ン
を
吹
め
い
し
た
ら
す

み
ゃ
か
に
退
避
く
だ
さ
る
よ
う
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
水
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

市
民
ブ
ー
ψ
を
十
八
日
か
ら
開
場
し

ま
す
・
市
民
プ
ー
ル
は
、
建
設
以
来

六
シ
ー
ズ
ン
目
を
迎
え
、
皆
様
に
親

し
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、
工
事
費
約

百
三
十
万
円
で
、
ブ
ー
ル
サ
イ
ド
の

平
打
、
ロ
ッ
カ
！
の
増
設
、
取
付
道

路
の
舗
装
な
ど
、
さ
ら
に
使
い
や
す

く
な
り
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
の
多

数
の
ご
利
用
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　
期
日
は
八
月
三
十
一
臼
ま
で
．

▽
時
間
　
午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時

▽
入
場
料
大
人
一
回
三
十
円

　
　
　
　
高
校
生
一
回
　
二
十
円

　
　
（
た
だ
し
易
分
証
明
提
示
者
の

　
　
み
）

　
　
　
　
子
供
一
回
　
＋
円

　
　
（
児
童
の
付
添
者
、
見
学
者
か

　
　
ら
も
入
場
料
を
い
た
だ
き
ま

　
　
す
）

　
入
場
券
は
ブ
ー
ル
入
口
の
窓
口
で

お
求
め
く
だ
さ
い
．

①
渇
水
の
た
め
、
下
流
の
水
が
少
な

い
時
に
降
雨
な
ど
で
上
流
か
ら
の
増

水
が
生
じ
、
ダ
ム
か
ら
放
流
す
る
と

き②
発
電
所
の
故
臆
に
よ
り
、
急
激
に

水
が
不
要
と
な
り
調
整
池
の
水
を
余

水
路
か
ら
僧
濃
川
に
放
流
す
る
と
き

③
洪
水
の
と
き

　
▽
吹
め
い
条
件
及
び

　
　
吹
め
い
箇
所

①
信
濃
川
が
増
水
し
、
放
流
を
開
始

す
る
と
き
。
宮
中
、
安
養
寺
、
浅
河

原
、
小
根
岸
、
根
深
サ
イ
レ
ン

②
流
入
量
の
急
激
な
増
加
で
放
流
量

を
増
加
す
る
と
き
。
窟
中
、
安
養

寺
サ
イ
レ
ン

③
ダ
ム
そ
の
飽
工
作
物
の
点
検
整
備

の
た
め
放
翫
す
る
と
き
。
宮
甲
、
安

養
寺
、
浅
河
原
サ
イ
レ
ン

④
浅
河
原
調
整
堪
サ
イ
ホ
ン
か
ら
放

流
す
る
と
き
．
浅
河
原
サ
イ
レ
ン

⑤
友
重
か
ら
の
放
流
が
日
常
の
運
転

と
異
な
り
、
多
量
の
放
流
で
下
流
の

十
日
町
小
唄
な
ど
披
露

　
　
　
　
七
月
二
十
六
日
か
ら
三
日
間
万

　
　
　
　
博
会
場
地
方
自
治
体
舘
で

”
…
七
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
八
日
の

．
．
三
日
闇
、
万
国
博
会
楊
（
地
方
自
治

依
舘
》
、
で
開
か
れ
る
「
新
潟
県
の

日
」
に
十
日
町
小
唄
が
披
露
さ
れ
ま

儲
す
。
出
廣
者
は
、
地
元
踊
り
手
十
名

㎜
…
下
座
八
名
で
、
日
程
に
よ
る
と
二
十

…
…
五
日
前
夜
祭
、
翌
二
十
六
日
の
初
日

午
前
十
一
時
か
ら
十
日
町
小
唄
を
披

露
し
、
そ
れ
ぞ
れ
三
日
閥
と
も
出
演

す
る
こ
と
に
な
ッ
て
い
ま
す
．
そ
の

叢
…

ほ
か
、
両
津
甚
句
、
米
山
甚
句
、
新
・

潟
甚
旬
、
相
川
音
頭
、
三
階
節
、
新
一

潟
拘
け
さ
、
佐
渡
お
け
さ
な
ど
県
内

の
民
謡
が
披
露
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

初
日
に
は
、
N
H
K
新
潟
放
送
局
か

会
場
か
ら
中
継
す
る
ほ
か
、
「
新
潟
』

県
の
日
」
の
三
日
闇
、
万
博
会
場
で

新
潟
県
物
産
展
が
開
か
れ
、
十
q
町

織
物
が
出
品
さ
れ
ま
す
。

　
夏
の
健
康
増
進
運

　
動
実
施
中

　
　
　
七
月
顔
日
か
ら
七
月
三

　
　
　
十
一
日
ま
で

闘
▽
生
活
の
周
囲
を
き
れ
い
に
し
、
健

　
康
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
よ

　
う
。

▽
た
ぺ
も
の
の
衛
生
に
気
を
つ
け
食

　
中
毒
を
予
防
し
ょ
う
。

影
響
か
大
き
い
と
き
。
小
根
岸
、
根
隅
品
で
あ
る
こ
と
。
締
切
は
、
九
月
一

深
、
芋
坂
、
蠣
殿
サ
イ
レ
ン

市
民
パ
ド
ミ
　
、

　
　
ン
ト
ン
大
会
…

　
去
月
二
十
一
日
市
民
傭
育
舘
で
而
．

民
パ
ド
．
、
、
ン
ト
ン
大
会
が
開
か
れ
ま

し
だ
。
こ
れ
は
、
県
と
市
の
共
催
で

憂
つ
態
の
で
露
盃
餐
ス
一

ポ
ー
ツ
の
日
の
行
事
と
し
て
開
か
れ
’

た
も
の
で
す
。
成
績
つ
ぎ
の
と
お
り
｝

（
一
位
の
み
）

▽
年
令
十
才
代
男
子

　
　
　
　
　
　
片
山
（
田
畑
屋
）

▽
同
女
子
　
　
山
本
へ
関
芳
織
物
）

▽
集
令
二
十
才
代
男
子

　
　
　
　
　
村
山
（
水
道
工
業
）

▽
同
女
子
　
　
　
畔
上
（
野
中
小
）

▽
同
三
十
才
代
男
子

　
　
　
　
　
　
越
村
（
睦
織
物
）

▽
県
知
事
カ
ッ
ブ
鯖
奪
戦

男
子
優
勝
省
　
村
山
（
水
潭
工
業
》

女
子
優
勝
者
　
　
畔
上
（
野
中
小
）

濡
「
国
際
理
解
、
国
際
協
力
」

…
の
ボ
ス
タ
ー
募
集

”
日
本
国
連
協
会
新
潟
県
本
部

、
～
　
　
国
連
二
十
五
周
年
を
記
念
し
て
募

　
集
す
る
も
の
で
、
国
際
連
合
や
ユ
ネ

　
川
ス
コ
の
精
神
、
そ
の
実
際
活
動
、
人

悶
権
尊
重
の
意
義
な
ど
を
表
わ
し
た
作

　
日
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、
新
潟
県
庁

地
万
課
内
、
日
本
国
連
協
会
新
潟
県

本
部
に
お
た
す
ね
く
だ
さ
い
。

　
厚
生
大
臣
か

…
…
ら
感
謝
状

　
　
市
献
血
友
の
会
連
合
会

　
去
る
一
日
、
十
日
町
市
献
皿
及
ρ

…
…
会
連
合
会
（
樋
熊
清
作
会
艮
）
が
厚

一
…
生
大
臣
か
ら
感
謝
状
を
お
く
ら
れ
ま

『
…
し
た
。
こ
れ
は
、
第
六
回
献
血
運
動

碧
に
努
力
し
た
と
い
う
こ
と
で
同
会
副

会
長
馬
場
文
平
氏
が
代
表
し
て
受
理

し
ま
し
た
。

㎜
…
郵
便
受
箱
の
設

…
…
　
置
を
〃
”

　
　
た
い
せ
つ
な
お
便
り
を
確
実
に
阜

く
お
届
け
す
る
た
め
、
受
箱
の
な
い

聯
万
、
ま
た
は
受
箱
が
小
さ
く
て
お
困

隅
り
の
万
は
．
是
非
受
箱
を
お
備
え
く

備
だ
さ
い
。

　
な
お
ご
希
望
の
方
は
、
郵
便
局
に

お
間
い
合
せ
く
だ
さ
い
．

愛
の
血
液
助
け
合

い
運
動

　
　
　
1
日
か
ら
訓
日
ま
で

　
　
　
献
血
に
ご
協
力
を

　
七
月
一
日
よ
り
、
献
血
し
た
方
又

は
そ
の
家
族
が
輸
血
を
受
け
た
場
合

の
血
液
代
金
に
つ
い
て
自
己
負
担
が

あ
っ
た
と
き
は
、
日
赤
県
支
部
が
支

給
い
た
し
ま
す
．
く
わ
し
い
こ
と
は
．

保
健
所
ま
た
は
市
保
険
衛
生
課
に
お

た
す
ね
く
だ
さ
い
。

　
「
ヤ
ミ
酒
」
を
旧

　
掃
し
ま
し
ょ
う

　
酒
類
の
密
造
は
、
各
位
の
良
識
と

広
報
活
動
と
に
よ
り
漸
次
減
少
し
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
な
お
山
間
地
に
お

け
る
清
酒
の
密
造
や
、
市
街
地
等
で

の
ブ
ド
ー
酒
曲
果
実
酒
の
密
浩
は
一

部
で
は
習
慎
と
な
っ
て
あ
と
を
絶
た

な
い
現
状
で
す
。

　
酒
類
の
曙
造
が
健
康
に
、
ま
た
社

会
生
活
に
及
ぼ
す
悪
影
響
を
思
い
合

わ
せ
て
そ
の
一
掃
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。　
寄
　
　
付

▽
十
日
町
市
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会

　
長
関
口
竹
次
郎
氏
は
、
十
日
町
市

　
交
通
対
策
協
議
会
に
金
十
万
円
を

　
寄
付
し
ま
し
た
。

▽
神
明
町
、
庭
野
九
一
氏
は
、
父
清

　
平
氏
の
香
興
返
し
と
し
て
、
金
五

　
万
円
を
市
社
会
福
祉
事
務
．
所
に
寄

　
付
し
ま
し
た
．

▽
変
通
指
導
員
の
山
内
与
喜
男
氏
は

　
変
通
指
導
．
員
手
当
三
万
円
を
常
設

　
保
育
所
の
変
通
事
故
防
止
に
役
庇

　
っ
て
欲
し
い
と
寄
付
し
ま
し
た
。
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城
山
に
自
動
車
道
路

　
　
　
　
中
条
地
区
振
興
会
で
整
備

　
城
山
と
呼
ぱ
れ
て
い
る
大
井
田
賊

跡
は
昔
か
ら
風
光
明
媚
な
場
所
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
大

整
傭
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
九
＋
五
折
、
幅
六
麟
で
と
こ
ろ
ど
こ

約
四
百
層
ほ
ど
完
成
し
て
い
ま
す
が

頂
上
付
近
に
二
十
台
ー
三
十
台
収
容

顯
騰
撒
灘
朧
難
耀
聯
幟
鰍
糊
矯

ろ
待
避
所
も
で
き
ま
す
．
同
振
興
会

で
は
市
民
の
み
な
さ
ん
の
憩
い
の
湯

と
し
て
大
い
に
利
用
く
だ
さ
る
よ
う

望
ん
で
い
ま
す
。

　
【
写
真
は
■
暇
路
を
開
削
中
の
ブ
ル

ド
ー
ザ
】

　
　
住
宅
と
宅
地

　
　
を
分
譲

　
　
－
旭
ヵ
丘
団
地
ー

　
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
住
窮
金

成
し
た
も
の
で
緑
に
囲
ま
れ
た
健
康

地
で
す
．
本
年
度
は
二
十
戸
を
募
築

し
ま
す
。
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
市

役
所
都
市
開
発
課
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

擁
朧
難
蝶
甜

は
か
り
の
定
期
検
査
を
実
施

▽
二
曹
午
前
九
時
か
髪
四
錘
葵
施
区
域

　
計
量
器
の
定
期
検
査
を
今
月
二
十

四
日
よ
り
つ
ぎ
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
の
で
、
計
鰍
器
を
お
持
ち
の
万
は

忘
れ
す
に
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ

い
．

▽
商
店
、
工
場
、
農
協
な
ど
で
使
用

し
て
い
る
計
量
器

▽
学
校
、
病
院
な
ど
で
使
用
し
て
い

る
体
重
計

◎
定
期
検
査
を
受
け
な
く
て
よ
い
計

量
器

▽
教
材
用
計
量
器
、
農
家
の
供
米
用

　
試
し
は
か
り
、
日
通
、
国
鉄
、
郵

　
便
局
な
ど
で
使
用
し
て
い
る
計
蟹

器
　
　
　
　
　
記

　
時
ま
で

検
査
場
所
　
水
沢
出
張
所

検
査
実
施
区
域
旧
水
沢
村
全
域

▽
二
十
五
日
、
午
前
九
時
か
ら
午
前

　
＋
一
時
ま
で

検
査
場
所
　
川
治
地
区
公
民
舘

検
査
実
施
区
域
旧
川
治
村
全
区
域

　
　
（
高
山
を
除
く
）
、
旧
六
ヵ
村
全

　
区
域

▽
二
十
五
日
、
午
後
一
時
か
ら
午
後

　
四
時
ま
で

検
査
場
所
　
吉
出
出
張
所

一
検
査
実
施
区
域
　
旧
吉
田
村
全
区
域

一＾

▽
二
十
六
日
、
午
前
九
時
か
ら
午
前

一　＋
一
時
ま
で

検
査
腸
所
　
下
条
出
張
所

　
　
　
　
　
　
　
旧
下
条
村
全
域

一
▽
二
十
六
日
、
午
後
一
時
か
ら
午
後

　
四
時
ま
で

検
査
場
所
　
中
条
地
区
公
民
舘

検
査
実
施
区
域
　
旧
中
条
村
区
域

　
　
（
四
日
町
新
田
、
新
座
を
除
く
）

▽
二
＋
七
U
、
午
前
九
時
か
ら
午
後

　
四
時
ま
で

検
査
場
所
　
市
民
体
曹
舘

検
査
実
施
区
域
　
新
座
、
四
日
町
新

　
田
、
本
町
東
西
一
丁
目
、
本
町

　
二
、
宮
下
東
、
西
、
諏
訪
町
、
本

　
町
三
、
本
町
七

▽
二
十
八
日
（
時
間
及
び
検
査
場
所

　
は
二
十
七
日
に
同
じ
）

検
査
実
施
区
域
　
本
町
四
、
五
、
六

　
丁
目
、
学
校
町
、
神
明
酊
、
水
野

町
、
若
宮
町
．
田
中
町
東
、
西
、
本

　
漏
り
。
川
原
町
、
田
川
町

▽
二
十
九
自
（
時
聞
及
び
検
査
場
所

　
は
二
十
七
日
に
同
じ
）

検
査
実
施
区
域
　
袋
剛
東
、
西
、
中
、

　
昭
和
陶
一
、
二
、
三
丁
目
、
高
田

　
町
一
、
二
、
三
、
四
、
五
丁
目
、

　
栄
町
、
泉
町
、
丸
山
町
、
春
日
町
、

　
島
、
高
山
一
、
二
、
三
、
四
、
五

六
、
七
、
寿
町

▽
三
十
日
（
時
間
及
び
検
査
場
所
は

　
二
十
七
日
に
同
じ
）

検
査
実
施
区
域
　
駅
通
り
、
西
浦
町

　
東
、
．
西
、
旭
町
、
昭
和
町
四
、
西

　
寺
町
、
七
軒
町
、
加
賀
糸
屋
町
、

　
関
口
樋
口
町
、
稲
荷
酊
一
、
二
、

　
三
、
四
丁
目
、
千
代
田
町
、
八
幡

　
田
町
、
江
道
、
猿
倉
、
庫
池
、
軽

　
沢
、
菅
沼
、
大
池
、
赤
倉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保

一
、
一
年
に
一
度
は
か
な
ら
す
レ
ン

　
ト
グ
ン
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
．

二
、
対
象
者
、
十
日
町
南
に
在
住
す

　
る
一
般
住
民
。
た
だ
し
六
才
未
満

　
と
職
場
で
実
施
す
る
者
を
除
く
。

三
、
実
施
場
所
は
、
各
人
が
都
合
の

　
良
い
場
所
で
受
け
て
く
だ
さ
い
．

四
、
会
場
に
お
い
で
に
な
る
と
き
は

　
必
ら
す
お
手
元
の
健
康
手
帳
に
世

　
帯
番
号
、
氏
名
、
牛
年
月
日
を
記

　
ス
の
上
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
先
般
献
皿
希
望
を
申
込
み
な
さ

　
っ
た
万
に
は
、
個
人
通
知
書
を
差

し
あ
げ
ま
す
。

二
、
献
血
手
帳
を
お
持
ち
の
万
は
、

　
献
皿
手
帳
を
持
参
ぐ
だ
さ
い
。

定期結核健康診断（胸部レントゲン撮影）
献血慨
地　　　　区 実施月日 時　　　間 実　施　場所

区　　名 実施月日 時　　間 実施場所 備　　　考

水沢市之沢
中　　在　　家 7月21日

㈹

前10100～11：30 市之沢冬期分校
野中小学校区ほ

9月に実施吉　　　　　　田 7月21日

　㈹

前10：00～11；30 十日町砂利合資会社 珠川1．2．3，4 後1：30－3：00 珠　田　分校

中　条・下　条 後1：00～3：00 中　条病　院　前 名　　ケ　　山

中　　　　平 7月22日

㈱

一
　
　
　
前 ｝αOG～11130 名ケ山小学校

鐙島・卜学校区は

8月に実施十日町・川治・六箇 7月22日

　㈱
前10：00～12：00

後1：00～3：00 十日町市役所
　鉢中　　　　手 後1：30～3；00 真田小学校

樽　　　沢 7月23日

因

前10：00～11：30 樽沢分校
水沢地区は8月21日　水沢出張所で実施 江　　　　遭

猿　　　　倉
後1：30－3：00 江道作業所

蕪
甜
鴨
”
”
”
”
”
”
”
器
詫
認
”
器
器
鑓
器
琵
”
器
認
開
認
“
”
肇
認
琵
鵠
器
巽
荘
”
器
脚
”
弱
罷
”
器
”
認
器
”
認
籍
”
”
認
肇
詔
器
開
”
器
”
器
一
籍
鵠
藷
器
四
肇
巽
”
”
”
鵠
嶋
”
器
”
”
”
霧
認
認
器
器
葬
”
一
一
認
駒
詫
鵠
器
器
”
器
”
”
鰭
器
開
皿
一
葦
巽
”
葬
奪
隅
”
一
巽
認
藷
”
萎
巽
開
藷
器
器
諾
”
”
舘
諾
”
籍
｝
鴛
諾
器
籍
韮
む
．
㍑
師
蓉
器
難
開
茎
認
器
”
一
器
認
認
一
認
蕪
認
菱
｝
＝
叢
器
巽
“
開
一
麗
一
”
”
一
器
”
”
”
鯉
麗
”
”
器
器
離
一
一
”
”
”
器
”
”
”
”
麗
”
”
盤
器
闘
”
”
”
麗
”
器
髭
難
器
糞
一
器
り

　
わ
た
し
の
村
は
、
と
て
も
山
奥
に

あ
り
ま
す
。

　
山
奥
で
不
便
な
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
と
て
も
よ
い
村
だ
と
思
い
ま

す
。
町
と
だ
い
ぶ
は
な
れ
て
い
て
、

そ
う
か
ん
た
ん
に
は
町
へ
行
け
ま
せ

ん
．
中
学
校
も
高
校
も
あ
り
ま
せ

ん
。
　
そ
の
た
め
に
、
中
学
生
は
寄
宿
舎

へ
は
い
っ
て
、
一
週
聞
に
一
回
、
土

曜
目
に
し
か
帰
っ
て
こ
ら
れ
ま
せ

ん
。
親
も
と
を
は
な
れ
て
く
ら
す
と

い
う
こ
と
は
、
と
て
も
つ
ら
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
来
年
は
、
わ
た
し

も
は
い
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
か
ら
と
て
も
心
配
で
す
．
高
校

生
は
、
毎
朝
通
わ
な
け
れ
は
な
り
ま

せ
ん
。

　
冬
は
雷
が
積
る
の
で
、
下
宿
を
す

る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
．

冬
は
、
と
て
も
寒
く
、
雪
が
四
齎

近
く
も
積
り
ま
す
．
冬
に
な
る
と
、

雪
が
多
く
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
の

で
　
う
ち
の
人
た
ち
は
m
か
せ
ぎ
に

行
っ
た
り
、
は
た
を
お
っ
た
り
し
て

い
ま
す
．

　
田
畑
が
少
な
く
、
し
か
も
山
の
し

　
　
　
　
　
　
＼
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
盛

　
　
　
　
　
　
9
　
　
　
ろ

　
　
　
　
　
　
の

姦

　
　
　
　
　
　
　
ぐ

や
面
の
と
こ
ろ
に
．
は
な
れ
て
あ
る

の
で
、
労
働
は
た
い
へ
ん
で
す
．
田

植
え
な
ど
は
、
人
数
が
少
な
い
た
め

早
く
お
わ
っ
た
家
の
人
が
手
伝
い
に

行
っ
た
り
し
て
、
助
け
あ
っ
て
仕
事
、

を
し
て
い
ま
す
．

　
ま
た
、
養
蚕
を
し
た
り
、
家
畜
を

か
っ
た
り
も
し
て
い
ま
す
．

　
今
、
村
で
特
に
め
だ
っ
て
い
る
こ

と
は
、
家
が
減
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。
今
も
、
M
さ
ん
の
家
が
ひ
一
、
こ

し
を
す
る
と
い
う
の
で
、
家
を
こ
わ

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
N
式
ん
の
家
も
ひ
っ
こ
し

を
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
．

　
♪
．
な
り
村
で
は
、
T
さ
ん
の
家
な

ひ
ど
、
約
五
人
く
ら
い
及
だ
ち
が
秋
に

　
　
な
る
と
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
　
　
と
て
も
さ
び
し
い
村
に
な
り
ま

　
　
す
。
ひ
っ
こ
し
て
い
く
人
に
「
ひ
っ

　
　
こ
し
て
い
く
の
い
＼
？
」
と
．
聞
い
た

ら
「
い
や
だ
な
あ
」
と
言
っ
て
い
る

人
も
い
る
よ
う
で
し
た
．

　
今
ま
で
、
わ
た
し
と
同
じ
学
年
の

人
で
、
ひ
っ
こ
し
て
い
た
入
が
三
人

で
、
ひ
っ
こ
し
て
い
く
人
が
、
四
人

く
ら
い
で
す
。

　
合
計
七
人
く
ら
い
減
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　
今
か
ら
そ
ん
な
こ
～
、
を
考
え
て
い

る
と
、
と
て
も
さ
び
し
く
な
っ
て
き

ま
す
。
い
ま
ま
で
わ
た
し
の
村
で
ひ

っ
こ
し
て
い
っ
た
家
は
、
十
軒
く
ら

い
で
す
。
わ
た
し
の
村
に
は
不
便
な

こ
と
や
、
悪
い
こ
幽
が
、
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
よ
い
こ
と
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

　
ま
す
第
一
に
よ
い
こ
と
と
い
っ
た

ら
、
空
気
が
す
ん
で
い
る
こ
と
で
し

ょ
う
。

　
こ
の
間
、
先
生
の
所
に
東
京
か
ら

お
客
さ
ん
が
い
ら
フ
し
ゃ
っ
た
そ
う

で
す
。
そ
の
お
客
さ
ん
は
、
の
ど
を

い
た
め
て
お
り
、
よ
く
せ
き
が
出
る

人
な
の
だ
そ
う
で
す
が
、
大
池
に
き

て
、
よ
い
空
気
を
す
っ
た
ら
、
そ
の

の
ど
の
い
た
み
が
と
れ
た
そ
う
で

す
。
そ
し
て
、
し
ん
こ
き
ゅ
う
を
し

て
帰
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　
　
わ
た
し
の

　
　
　
　
　
　
　
大
池
小
学
校

　
そ
ん
な
ふ
う
に
東
束
の
空
気
と
村

の
空
気
と
は
だ
い
ぶ
ち
が
い
ま
す
。

今
ま
で
、
す
ん
だ
空
気
の
中
に
住
ん

で
い
た
わ
た
し
た
ち
が
東
泉
な
ど
に

住
め
ぱ
、
た
ち
ま
ち
の
ど
を
い
た
め

て
し
ま
う
で
し
ょ
う
．

　
わ
た
し
は
、
こ
の
お
話
を
聞
い

て
、
こ
の
村
に
住
ん
で
い
て
ほ
ん
と

う
に
幸
せ
だ
と
思
い
ま
し
た
．

　
わ
た
し
の
村
に
は
、
大
き
な
池
が

あ
り
ま
す
．
つ
り
を
し
た
い
と
思
え

ぱ
、
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。
年
に
一

度
学
校
で
も
、
つ
り
大
会
を
設
け
て

く
れ
ま
す
。
つ
り
大
会
で
は
、
「
大

物
賞
」
と
「
大
漁
賞
一
と
い
う
賞
が

あ
り
ま
す
．

　
今
年
は
も
う
す
ま
せ
ま
し
た
が
、

村高
　
橋
　
道
　
代

ざ
ん
ね
ん
な
が
ら
「
大
物
賞
」
は
な

く
「
大
漁
賞
」
が
あ
り
、
一
位
が
十

五
匹
で
し
た
。
ま
た
、
よ
そ
か
ら
、

日
曜
目
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
人
が
つ

り
に
き
ま
す
。

　
わ
た
し
は
、
こ
の
池
に
ほ
こ
り
を

も
っ
て
い
ま
す
．

　
こ
の
村
は
、
山
菜
が
と
て
も
豊
富

で
す
。
春
に
は
、
山
に
出
か
け
て
、

い
ろ
い
ろ
な
山
菜
を
一
販
っ
て
き
ま

す
．
ぜ
ん
ま
い
、
う
ど
、
わ
ら
び
、

木
の
芽
、
竹
の
子
な
ど
い
ろ
い
ろ
取

れ
ま
す
。
秋
に
も
、
き
の
こ
な
ど
が

取
れ
ま
す
．
で
す
か
ら
、
一
年
中
、

山
菜
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で

す
。
　
わ
た
し
の
村
は
、
大
臼
然
に
か
こ

ま
れ
、
の
ん
び
り
、
ゆ
っ
た
り
し
た

気
分
の
村
で
す
。
交
通
事
故
な
ど
、

ぜ
ん
ぜ
ん
あ
り
ま
せ
ん
。
冬
な
ど
は

と
て
も
不
便
で
す
が
、
大
自
然
に
か

こ
ま
れ
、
空
気
が
す
ん
で
い
て
、
池

が
あ
り
、
山
菜
が
豊
冨
な
よ
い
村
で

す
。
　
わ
た
し
は
、
乙
の
村
に
生
れ
て
た

い
へ
ん
、
幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
村
を
も
っ
と
も
っ
と
よ
い
村

に
す
る
た
め
に
、
お
と
な
の
人
と
と

も
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

44年度水道事業資金収支表
（昭和44年10月1日より昭和45年3月31日まで）

　
昭
和
四
＋
四
年
度
下
半
期
の
業
務

状
況
、
並
び
に
昭
和
四
十
五
年
度
の

水
道
事
業
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
上
水
道
第
二
期
拡
張

事
業
と
し
て
第
一
水
源
瑚
を
初
め
、

第
二
、
第
三
水
源
即
，
及
ひ
第
一
、
第

二
配
水
池
に
計
装
操
作
設
備
を
完
了

し
ま
し
た
。
又
中
条
地
区
の
新
給
水

区
域
は
、
今
秋
給
水
開
始
を
め
ざ
し

て
工
事
を
急
い
で
い
ま
す
。

　
以
上
の
結
果
、
期
中
の
実
質
需
用

家
戸
数
の
増
加
は
、
百
七
十
七
戸
で

期
末
現
在
で
は
、
五
千
六
百
十
七
戸

と
な
っ
て
い
ま
す
．

　
一
日
平
均
配
水
量
は
．
八
千
六
百

六
十
九
ノ
で
、
ま
す
ま
す
上
昇
を
示

し
て
い
ま
す
。

　
有
収
水
量
は
、
昨
年
同
期
に
比
べ

て
、
十
六
・
七
％
増
の
、
百
一
万
一

千
“
と
な
り
給
水
収
益
．
四
百
二
十

一
万
．
一
千
円
の
増
加
と
な
り
ま
し

た
。
事
藁
費
は
、
極
力
節
減
に
つ
と

め
た
結
巣
、
下
半
期
決
算
で
は
、
四

百
二
十
六
万
六
午
円
の
純
利
益
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
．

　
本
年
度
の
事
業
は
、
継
続
事
業
の

第
二
期
拡
張
事
葉
で
そ
の
亭
業
費
、

四
千
五
百
八
十
三
万
五
千
円
で
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
主
な
も
の
は
、
第
四
水
源
池

の
完
成
、
そ
れ
に
付
随
す
る
送
水
、

配
水
毅
備
の
工
事
等
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
改
良
工
事
費
と
し
て
、

三
百
十
二
万
円
を
計
上
し
、
自
己
資

金
を
財
源
に
し
．
そ
の
工
事
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

科　　目 金　　額 科　　　目 金　　額

　受人資金 円 支払資金 円

（1）事業収金 33，598，662 　　　一（1）事業費用 22，836，331

（2）企　業　債 36，000，00b （2》前年度未払金 0
（3）…時借入金 40，000，000 （3）建設改良費 73，523，807

（4〉出　資　金 2，700，000 （4）企業債償還金 2，547，493

（5）短期貸付金 5，000，000 （5）貯　蔵　品 33，086

（6）前　受　金 7，590 （6）長期貸付金 0
（7）前年度未収金 0 （7）前　受　金 600

（8）前期繰越金 14，239，220 （8）前払費用 6，570

（9願　り　金 5，000 （9）一時借入金 0
計 98，947，887

計 131，550，472 差引残高 32，602，585

収益6，562万円

　　Z　∠

　　微　　　　　　　しび　　　　　　ヨ　ロド　　　　　　　ド　　　　　　ドロ　　　　　　業
牒収益：鍛
6，372万円　　；・益
　ろヂ　■　　　　189万円

44年度水道事業貸借対照表
　　（昭和45年3月31日現在）

44年度給水業務量の状況
昭和44年10月1日より昭和45年3月31日まで

区　　　分 昭梱4年度下半期 昭梱3年度下半期 増（△）減 比　率

給水戸数（戸）
（177）

5，617

（168）

5，2η

（9）

345
106．5

給水人口（人）
（832〉

26，㈱

（795）

24，936

（37）

1，632
106．5

配
水
量

総　量（m’） 1，617，586 1，435，790 181，796 112．7

一日最大（m’） 12，349 11，571 778 106．7

一日平均（m’） 8，869 7，888 981 112．7

有収水量（m’） 1，011，618 866，884 144，734 116．7

有収率（％） 6乞5 60．4 2．1 103．5

　　　45年度水道事業会計予算
1〉収益的収入及び支出
　　　　費用6，365万円　　　　　　　　収益6，5

　　　　　　r

秘彪
肉6勉

勿
胴
円

　
　
細
鋤
．

　
　
営
q
晒

　
　
　
　
オ

　
　
・
彪

資　　　　　　　産 負　債　及　資　本

1奪固定資藻藩，講 科　　　目 金　　　額

『1。固定負債 4，368，983

2．流動資産　　36，067，359 『
2 ．流動負債 641，758

3．繰延勘定　　　　278　00 3．資本金 374，391，188

一
4．剰余金 14，334，057

曙　計　　　393，735，9861 計 393，735，986

44年度下半期水道事業損益計算書
　（昭和44年10月1日より昭和45年3月31日まで）

45，835一干「lj

費　　　　　　　用 収　　　　　　　益

科　　　目 金　　　額 科　　　目 金　　　額

1．営業費用 21，762，591 1．営業収益 32，408，533

2．営業外費嗣 7，665，099 2．営業外収益 1，285，493

3．下半期総和溢 4，266，336

計 33，694，026 計 33，694，026

収入4，236万円

1資金36圧
，・企業債ト

　4，200万円：

　　　　　　　　　δ6

2）資本的収入及び支出
　　　　支出5，815万円

　　　企業債償蓬金7651∫円

　　　　キ建設改良費？

　　　．・：5，1（、9ノ∫円ご

業務の予定量
　　　6，215F；

2，143，280m
　　　5．872m

数
量
量
業
費

水
水
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　　　　　　　　　　　企業債の状況

　　　　　　　　　　　（昭和45年3月31日現在）

黛．入笈，下半期醐．！胚墾．償還剣謎魅魎
焔磁翻t1602732・249146・ooo・oooむ1・624・418i205・107・831

醸頭墨・6◎2・3嘩騨製．負～3・・耶3・769・236
　　　計1215，424，56・176，…，…12・547・4931288・877・・67
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